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を与えている．この構造の中で人々は，自分がも
つ諸資本を総動員したり相互に転換したりしなが
ら頂上を目指す競争に巻き込まれている．それは
出発地点が頂上に近い者ほど有利で不公平である
が，いわゆる「能力主義」の建前により，不平等
は温存されている．学生の選抜が広がり大学進学
者は増えたものの，機会の均等が確保されたわけ
でも階級間の格差が解消されたわけでもなく，エ
リート階級の人々はさらに諸資本を蓄積すること
になり，エリート階級とそれ以外の階級との差異
は更に拡大しているのである．
　一方，エリート階級とは正反対に位置するのは
プレカリアート階級であるが，その語源は「不安
定な（プレケリアス）プロレタリアート」であり，
世帯所得は際立って低く（1ポンド 135 円換算で
108 万円），貯蓄はあってもごくわずか，借家住
まいが多い．社会的ネットワークの数も最も少な
く，自分よりステータスの高い職業の人とはほと
んど交流がない．文化資本もごく限られている．
しかし，だからといって，プレカリアート階級が
道徳的に堕落しているという根拠はまったくな
い．英国階級調査への参加は極端に少なかったた
め，追加的なインタビュー調査が実施されたが，
無知で思慮が足りない人々だと決めつけるのは大
きな間違いであり，自身がいる世界がどんなとこ
ろであるかもよく理解した上で，調査により最下
層に位置づけられたくなかったためにとった守り
の姿勢が確認されている．
　かつては上流，中流，労働者階級の間に確立し
ていた文化的，社会的な境界がそれぞれの階級に
アイデンティティの間隔を与えていたが，今では
その境界が崩壊し，そのことがプレカリアート階
級だけを蔑視する傾向を生じさせている．現代の
階級のアイデンティティは他者と自分を区別する
というものであり，自分がどこに属するかではな
く，自身がどの階級に属していないかを重要視し
ている．特にそれぞれの境界線が曖昧であること
により，不安を覚え，他者に対して批判的になっ
ている．そのことが最下層のプレカリアート階級
だけを蔑視する傾向を生じさせ，彼らを攻撃する
ことが，それがなければ本質的に異なる集団に一
体感を与えている可能性があるのだ．それがエ
リート階級による政治に利用され，貧困問題や格
差拡大の解決には繋がっていないということが本
書からわかる．
　我が国においては階級を語る，小地域レベルに
おける貧困状態を公表する，といった文化が見ら
れないが，貧困問題に根本から向き合うにあたっ
て，対象はどこに存在し，何を政策目的とするの
かを把握できなければその政策は的外れなものに
なる．本書の文化資本については，日英の文化の
違いや調査側の恣意性を排除する困難さ，また社
会関係資本については，長期的に醸成し蓄積する
ものの評価として適切かどうか疑問はあるため，
調査方法をそのまま我が国において適用すること
は困難である．しかし，人間集団や社会の在り方
を主な研究対象とする社会科学において，個々の
人間の意識に近づくには，膨大な定量データを収
集したとしても，データの偏りを修正し，本質を
見極めるために対象者の声を聞くことが肝要であ
ることを本書より改めて認識させられた． 
